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●
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

根
こ
そ
ぎ
大
作
戦

　

9
月
22
日
（
土
）
に
鹿
谷

町
で
、
外
来
植
物
の
セ
イ
タ

カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
を
駆
除
す

る
活
動
が
行
わ
れ
、
地
域
の
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
1
2
0
人
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
特
に
繁
殖
が
集
中
し

て
い
る
中
部
縦
貫
自
動
車
道
沿
い

を
中
心
に
活
動
し
ま
し
た
。
大
人

の
背
丈
以
上
に
伸
び
た
セ
イ
タ
カ

ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
を
、
地
下
茎
ま
で

抜
き
取
る
作
業
は
な
か
な
か
大
変

で
し
た
。
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の

工
事
に
関
わ
っ
て
い
る
業
者
の
皆

さ
ん
は
、
一
般
の
方
が
立
ち
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
道
路
法の
り
め
ん面
の
駆

除
作
業
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
時
間
ほ
ど
の
作
業
で
約
1.9
ト

ン
を
駆
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
す
べ
て
を
抜
き
取

る
こ
と
は
で
き
ず
、
繁
殖
力
の
凄

さ
と
息
の
長
い
活
動
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
実

感
し
ま
し

た
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち

の
呼
び
か
け

に
大
人
た
ち

が
応
え
て
参

加
し
た
こ
と

も
、
今
回
の

大
き
な
成
功

で
し
た
。

●
「
の
む
き
風
の
郷
」
オ
ー
プ
ン

　

9
月
22
日
（
土
）、
活
性
交
流

セ
ン
タ
ー
「
の
む
き
風
の
郷
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

22
日
と
23
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
地
元
の

太
鼓
演
奏
や
園
児
た
ち
の
お
遊
戯

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
地
域

交
流
と
し
て
、
片
瀬
地
区
の
銭
太

鼓
と
北
谷
地
区
の
は
や
し
こ
み
行

列
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
内
の
地
場
産
品
の
直
売

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
野
向
産
の
野
菜
が

た
く
さ
ん
揃
い
、
11
時
の
オ
ー
プ
ン

と
同
時
に
多
く
の
方
が
訪
れ
、
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
度
移
設
さ
れ
た

エ
ゴ
マ
の
搾
油
機
の
前
で
は
、
多

く
の
方
が
足
を
止
め
て
作
業
風
景

を
見
て
い
ま
し
た
。

　
「
の
む
き
風
の
郷
」
が
、
ふ
る

さ
と
振
興
の
活
動
拠
点
に
な
り
、

販
売
や
交
流
に
よ
っ
て
町
民
の
意

欲
向
上
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

●
か
つ
や
ま
の
音
楽
家
の
た
ま
ご

た
ち
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
2

　

9
月
23
日
（
日
）、
市
民
会
館

に
お
い
て
「
か
つ
や
ま
の
音
楽
家

の
た
ま
ご
た
ち
コ
ン
サ
ー
ト

2
0
1
2
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

6
月
の
オ
ー
デ
シ
ョ
ン
に
合
格
し

た
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
10

人
に
よ
る
独
奏
や
東
京
藝
術
大
学

の
学
生
と
の
協
演
で
、
子
ど
も
な

が
ら
も
3
0
0
人
以
上
の
観
衆
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　

前
日
の
プ
レ
コ
ン
サ
ー
ト
で
藝

大
生
の
演
奏
を
聴
い
た
後
、
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
で
楽
器
の
吹

き
方
や
コ
ツ
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
参
加
者
に
は
藝
大
生
か

ら
得
た
こ
と

が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。

ま
た
芸
大
生

た
ち
も
、
一

緒
の
練
習
で

み
る
み
る
上

達
し
て
い
く

子
ど
も
の
姿

に
、
大
き
な

刺
激
を
受
け

た
そ
う
で

す
。

　

こ
の
よ
う

な
本
物
に
触

れ
ら
れ
る
企

画
を
、
今
後
も
続
け
て
い
く
必
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。

エ
コ
協
広
報
委
員　

小
玉
理
恵

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
2
階
）

 

（
☎
88
‐
1
1
1
5
）

９
月
の
エ
コ
協
活
動

応急手当　ＷＥＢ講習 狩猟期間のお知らせ
　普通救命講習が受けやすくなりました。
インターネットを利用して、自宅で座学部
分を学習することができます（e‐ ラーニ
ング）。
　応急手当WEB講習を利用すると、通常
180分の普通救命講習Ⅰが120分の救命実技
講習で受講できます。
　もしものときに備え、救命講習を受講し
ましょう。
　本講習修了者には、普通救命講習Ⅰ修了
証を交付します。
　なお、救命実技講習は、毎月最終土曜日
に消防署で実施します。
※詳しくは下記までお問い合わせください
問　消防署　☎88-0400 

　11月１日から狩猟期
間に入りますので、野
山にお出かけの際は、
十分ご注意ください。

期　間▼
ニホンジカ・イノシシ
　11月１日（木）～平成25年３月15日（金）
※ 上記のうち、11月14日（水）までおよび
２月16日（土）以降はわな猟のみ
それ以外の狩猟鳥獣
　11月15日（木）～平成25年２月15日（金）

問　林業振興課（市役所１階）
　　☎88-8121 
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　国民健康保険から支出される医療費は、公
費と皆さまからの保険税で賄われています。
医療費の増加は国保の財政を圧迫します。必
要以上の受診を控え、日頃から健康に留意し、
医療費のムダを減らしましょう。

【医療費節約のポイント】
① かかりつけ医・かかりつけ薬局をもちま
しょう。

② 受診する時間に注意しましょう。
　最初に医療機関を受診されるとき「初診
料」がかかりますが、休日や夜間の場合は
「初診料」が通常の２～３倍の料金が加算
されます。休日や夜間の受診は緊急時以外
はやめましょう。

③同じ病気での重複受診はやめましょう。
　同じ病気で複数の医療機関を受診する
と、その都度「初診料」がかかります。同
じ病院に通えば「再診料」で済みます。

④薬のもらいすぎに注意しましょう。

⑤ジェネリック医薬品を活用しましょう。
　厚生労働省が先発医薬品と同等と認めた
医薬品で家計にやさしいお薬です。希望す
る場合は、その旨医師や薬剤師にお伝えく
ださい。

⑥ 子ども救急医療電話相談（短縮＃8000）
を利用しましょう。
　夜間や休日にお子さんの急な症状で心配
になったら、専任の看護師からアドバイス
受けることができます。

⑦１年に１回健診を受けましょう。
　特定健診を受診して、生活習慣病の予防
や早期発見を心がけましょう。

～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～
　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告
において全額が社会保険料控除の対象となりま
す。その年の1月1日から12月31日までに納付し
た保険料が対象です。
　「社会保険料（国民健康保険料）控除証明書」
が送付されますので、年末調整や確定申告の際
に必ず添付してください。
※ ご家族の国民年金保険料を納付された場合
も、納付された方の社会保険料控除に加える
ことができます
■証明書が送付される時期
•1月1日から9月30日に保険料を納付された方

→平成24年11月上旬
• 10月1日から12月31日にはじめて保険料を納
付された方 →平成25年２月上旬

　老齢または退職を支給事由とする年金
は、雑所得として所得税がかかります。
　下記の金額の老齢年金を受け取られた方には
「扶養親族等申告書」が順次送付されています
ので、お手元に届きましたら、お早めに提出し
てください。

年　　齢 年金額
65歳未満 108万円以上
65歳以上 158万円以上

＜ 注＞提出されないと、各種控除が受けられな
いだけでなく、源泉徴収額が多くなる場合が
ありますので、扶養親族となる方がいない場
合でも忘れずに提出してください。
※「社会保険料（国民年金保険料）控除証明
書」・「扶養親族等申告書」はいずれも日本
年金機構より郵送されます

医療費は大切に医療費は大切に

「社会保険料（国民年金保険料）「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が発行されます控除証明書」が発行されます

「扶養親族等申告書」の「扶養親族等申告書」の
提出をお忘れなく！提出をお忘れなく！

国
保

年
金

問　市民課（市役所1階） （☎88-8102）

勝山市オリジナルです。
ご希望の方は
市民課まで。

問　市民課（市役所1階）☎88-8102　　福井年金事務所　☎0776-23-4516
控除証明書専用ダイヤル（平成24年11月1日から）☎0570-070-117
※050または070で始まる電話からは　☎03-6700-1130　へおかけください。


